








 

Ⅰ 発生因子別にみた SFD 児の計測値に関する統計的考察 

目的 

SFD児の成因をretrospectiveにみて可及的詳細に追及したのち,胎児栄養不良

(mal-nutrition),発育不全(hypoplasia)を代表するいくつかのグループに大別

し,各群間の諸種計測値を検討する。このことより,SFD の発生原因の差異が新

生児の体型にいかなる特徴となって具現されるかを考察する。 


